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令
和
５
年
度

　
昨
年
は
、
長
引
く
円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
等
に
起
因
す
る
原
油
価
格
の
高
騰
、
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
流
行
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
か
ら
市
政
運

営
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
舵
取
り
の
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
に
最
大
限
の
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
市
民
生
活
や
経
済
に
停
滞
が
な
い
よ
う
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を
は
じ
め
、
上

水
道
の
基
本
料
金
等
の
免
除
な
ど
を
実
施
し
、
３

年
ぶ
り
と
な
る
市
文
化
祭
や
砂
沼
親
子
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
市
総
合
防
災
訓
練
の
開
催
な
ど
、
徐
々
に

に
ぎ
わ
い
や
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て
き
た
１
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
子
育
て
・

教
育
の
面
で
支
援
を
す
る
た
め
、
妊
産
婦
一
人
当

た
り
３
万
円
の
妊
産
婦
特
別
給
付
金
の
支
給
や
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的

と
し
、
小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
配
置
す
る
な
ど
、
外
国
語
活
動
の
授
業
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
内
10
カ
所
目
と
な

る
古
沢
・
袋
畑
地
区
の
「
し
も
つ
ま
中
央
工
業
団

地
」
に
お
い
て
は
、
用
地
確
保
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
令
和
７
年
３
月
の
完
成
を
目
指
す
と
と
も

に
、
企
業
誘
致
の
営
業
活
動
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に
伴
う
住
宅
政
策
に
つ
い

て
は
、
先
の
「
し
も
つ
ま
鯨
工
業
団
地
」
に
お
け

る
企
業
誘
致
の
経
緯
か
ら
も
み
え
る
よ
う
に
、
下

妻
駅
の
北
側
に
フ
ジ
パ
ン
の
社
員
寮
が
建
設
さ
れ

る
な
ど
、
新
た
な
産
業
の
流
入
を
契
機
に
地
域
の

活
性
化
と
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
、
若
い
世
代

の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
と
、
新
庁
舎

が
本
格
稼
働
し
ま
す
。
新
庁
舎
の
建
築
工
事
は
順

調
に
進
捗
し
、
５
月
８
日
の
開
庁
を
も
っ
て
、
新

た
な
防
災
拠
点
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
移
転
を
契
機
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

対
応
を
は
じ
め
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
べ
く
、

組
織
機
構
の
改
編
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
改
革
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
Ｄ
Ｘ
推

進
課
を
設
置
す
る
ほ
か
、
公
民
連
携
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
市
有
財
産
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
資
産
経
営
課
を
新
設
い
た
し
ま
す
。
持
続
可

能
な
都
市
経
営
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
令
和
５
年
度
は
、
第
６
次
下
妻
市
総

合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
と
な
り
、
総

合
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
こ
と
か
ら
、
本
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
の
実

現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
「
選
択
と
集

中
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
も
っ
て
積
極
的
に
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
６
次
下
妻
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
、
分
野
ご

と
に
主
な
も
の
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

■
目
標
１
：
誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
「
安
心

な
ま
ち
」

　
子
育
て
環
境
や
保
健
・
医
療
の
充
実
、
地
域
共

生
・
社
会
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
子
育
て
に
不
安
感
を
抱
く
保
護
者
が
増

加
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
２
月
か
ら
開

始
し
た
「
下
妻
う
え
る
か
む
ベ
ビ
ー
応
援
事
業
」

を
令
和
５
年
度
以
降
も
継
続
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、

「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
助
成
事
業
」「
不
育
症

検
査
費
等
助
成
事
業
」
を
展
開
し
、
き
め
細
や
か

な
子
育
て
支
援
と
相
談
体
制
を
構
築
し
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
目
標
２
：
人
と
文
化
を
育
む
「
心
豊
か
な
ま
ち
」

　
教
育
環
境
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
化
、
人
口
減
少
社
会
が
進
行
す

る
中
で
、
本
市
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
数
の
減
少

は
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
学
校
の
小
規
模
化

が
進
む
中
で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
条
件
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
校
の
適
正
規

模
適
正
配
置
の
検
討
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

育
む
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
と
転
換
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
市
立
小
中
学
校
の
一
部

に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
校

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
目
標
３
：
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
生
み
出
す
「
活

力
あ
る
ま
ち
」

　
農
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
観
光
の

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
が
誇
る
農
産
物
の
情
報
発
信
の
拠
点
で
あ

る
「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」
に
つ
い
て
、
周
辺
の
類

似
施
設
に
影
響
さ
れ
な
い
経
営
基
盤
の
強
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
施
設

の
活
性
化
の
た
め
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
目
標
４
：
環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い
「
安

全
な
ま
ち
」

　
住
み
馴
れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
に
は
、
命
や
財
産
を
守
る
防
災
や
防
犯
、

交
通
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
団
体

が
整
備
・
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
、
犯
罪
抑
止
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
面
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
災
害
時
に
避
難
所

等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推
進
す
る

た
め
、
本
年
度
で
は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

■
目
標
５
：
自
然
と
都
市
が
共
生
す
る
「
快
適
な

ま
ち
」

　
本
年
度
新
設
し
た
都
市
整
備
課
・
砂
沼
戦
略
推

進
室
に
お
い
て
地
域
資
源
で
あ
る
砂
沼
や
公
共
空

間
等
を
活
用
し
、
砂
沼
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
砂

沼
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
茨
城
県
と
協
力
し
な
が
ら
一
体
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
の
整
備
に
伴
い
、
解
体
の
方
針

を
出
し
た
市
民
文
化
会
館
や
現
庁
舎
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
も
、
公
民
連
携
の
手
法
を
含
め
た
エ
リ

ア
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
公
共
交

通
対
策
の
推
進
で
は
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
に
適

し
た
施
策
の
検
証
を
行
う
た
め
、
高
齢
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
の
対
象
者
を
拡
大
し
、
か
つ
障

害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
も
含
め
て
、
さ
ら
に

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
延
長
で
き
る
長
距
離
助
成
券

を
追
加
交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
目
標
６
：
市
民
と
共
に
次
世
代
を
築
く
「
自
立

し
た
ま
ち
」

　
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
健
全
で
効
率
的
な
行

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
順
調
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
能
を
さ
ら
に

拡
張
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
政
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ホ
市

役
所
」
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ

ニ
ア
世
代
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
新
規
購
入
す
る

際
に
、
一
人
当
た
り
２
万
円
の
補
助
金
を
交
付
す

る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
方
針
と
令
和
５

年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
つ
く
る
協
創
の
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特

　集

　➀

施
政
方
針
は
︑
新
年
度
の
市
政
運
営
に
向
け
た
市
長
の
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
︒

市
民
と
つ
く
る
協
創
の
ま
ち
づ
く
り

令
和
４
年
度
を
振
り
返
っ
て

雇
用
の
創
出
と
人
口
増
に
向
け
て

新
庁
舎
本
格
稼
働

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

市
長
施
政
方
針

※

本
文
は
、
令
和
５
年
第
１
回
下
妻
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
表
明
し
た
施
政
方
針
を
抜
粋
・
要
約
し
た
も
の

で
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 →

→

下妻市長　菊池　博
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詳
し
い
総
合
計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

特

　集

　➁

　本市は、平成18(2006)年の合併時における新市建設計画から「第５次下妻市総合計画」の
基本理念および将来像を設定しており、新たな「下妻市」の市政目標としてきました。
　そのため、第６次の計画策定においても、第５次総合計画の「基本理念」を継承しながら、
時代の変化や制度、政策の変更を踏まえ、理念を一部変更し、新たな総合計画にふさわしい
ものとしました。
　また、本計画のリーディングプロジェクトであり、地方創生に係る計画である「下妻市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合性を図り、「まちの活力」「交流・協働」「経済・
産業」といった「地域活性化」「地域共生」の視点を盛り込んだものとしています。

　市の目指すべき将来像を掲げ、その実現に向けた政策を展開していくための指針として定
める市の最上位計画です。

　長期的な展望に基づく基本的な理念であり、将来の目指すべき都
市像を達成するための基本方針および施策の大綱を示すものです。

　基本構想を実現するための必要な施策を体系的かつ具体的に示
すもので、５年ごとに見直します。

　基本計画で定めた施策を効果的に実施するため、事業の実施の
時期および実施にあたっての方策を具体的に示すものです。

　「基本理念」「将来像」に基づいたまちづくりを実現するためには、目標を掲げ、各種事業を効率的かつ効果
的に推進する必要があります。本市を取り巻く様々な課題に新たに取り組むため、６つのまちづくりの目標のも
と、各種施策を展開していきます。

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
は
じ
め
に
︑
前
期
基
本
計
画
期
間
の
５
年
間
を
振
り

返
り
︑
掲
げ
た
目
標
を
い
か
に
達
成
で
き
た
か
を
検
討

し
ま
し
た
︒
そ
う
す
る
こ
と
で
︑
現
状
と
課
題
が
洗
い

出
さ
れ
︑
新
た
な
取
組
方
針
や
各
分
野
の
施
策
で
の
計

画
策
定
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
前

期
基
本
計
画
策
定
時
に
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂
を
取
り

入
れ
た
市
民
生
活
の
支
援
や
︑
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
︑

２
０
３
０
年
を
目
標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け

た
取
組
な
ど
︑
早
急
に
着
手
す
べ
き
課
題
に
対
応
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
今
後
５
年
間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
主

な
事
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
で
な
く
︑
取
組

期
間
や
事
業
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
前
年
度
と
比
較
し
︑

ど
う
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
位
置
づ
け
を
す
る

と
と
も
に
︑目
標
の
達
成
度
を
示
す
指
標
と
し
て
﹁
行

政
指
標
﹂
と
﹁
市
民
指
標
﹂
を
設
け
︑
こ
れ
か
ら
の

５
年
間
で
目
指
す
達
成
度
を
数
値
化
し
て
示
し
て
い

ま
す
︒
特
に
﹁
市
民
指
標
﹂
の
達
成
に
は
︑
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
難
し
い
も
の
も
あ
る
こ

と
か
ら
︑
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
お
願

い
い
た
し
ま
す
︒

　
東
日
本
大
震
災
以
降
︑
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
令
和
２
年
度
策
定
の
﹁
下
妻
市

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
﹂
を
改
訂
し
ま
し
た
︒
総
合

計
画
と
国
土
強
靭
化
計
画
は
︑
相
互
に
整
合
性
を
持

ち
︑
調
和
が
図
ら
れ
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
こ
の
度
の
﹁
第
６
次
下
妻
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
﹂
に
合
冊
し
て
収
録
し
て
い
ま
す
︒

・
困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
支
援

・
地
域
医
療
の
充
実
︑
救
急
医
療
体
制
の
強
化

・
教
育
︑
保
育
サ
ー
ビ
ス
︑
放
課
後
児
童
対
策
の
推
進

・
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

・
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
導
入

・
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

・
人
︑
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

・
６
次
農
業
化
の
推
進

・
工
業
団
地
の
造
成
と
優
良
企
業
の
誘
致

・
国
土
強
靭
化
の
推
進

・
消
費
者
被
害
の
救
済
や
未
然
防
止

・
移
住
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
把
握
と

　
戦
略
的
な
移
住
支
援

・
民
間
活
力
を
導
入
し
た
公
園
づ
く
り

・
交
通
結
節
点
に
お
け
る
機
能
充
実

・
良
好
で
安
心
な
居
住
環
境
の
確
保

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
︑
市
民
の
利
便
性
の
向
上

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

・
公
民
連
携
に
よ
る
事
業
の
推
進
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企
画
課
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令和５年度  下妻市の予算

当初予算総額 304億4,465万円
　令和５年第１回下妻市議会定例会で、下妻市の令和５年度当初予算が決まりました。一般会計の
予算額は180億6,000万円で、前年比8.0% の減。特別会計と公営企業会計を合わせた予算の総額は
304億4,465万円で前年比7.3％の減となっています。

令和５年度会計別予算

一般会計歳入歳出構成図

用語説明

区　　　分 今年度予算額 前年度予算額 増減率（％）
一般会計（１） １８０億６，０００万円 １９６億２，０００万円 △８．０

特
別
会
計

国民健康保険 ４９億１，１００万円 ４７億９，４００万円 ２．４
後期高齢者医療 ５億５，４００万円 ５億３，６００万円 ３．４
介護保険 ３９億 ３，６００万円 ４０億 　５００万円 △１．７
介護サービス事業 ９００万円 ７５０万円 ２０．０
計（２） ９４億１，０００万円 ９３億４，２５０万円 ０．７

企
業
会
計

水道事業 １４億７，６０２万円 ２３億１，６３７万円 △３６．３
下水道事業 １４億９，８６３万円 １５億６，７４２万円 △４．４
計（３） ２９億７，４６５万円 ３８億８，３７９万円 △２３．４

合計（１）＋（２）＋（３） ３０４億４，４６５万円 ３２８億４，６２９万円 △７．３

歳入
●自主財源
市税 市民の方から市に納めていただく税金
その他の
自主財源

分担金、負担金、使用料、手数料、繰入金、財産収入、
寄附金、繰越金、諸収入など

●依存財源

地方交付税
国が集めた税金から、全国の地方自治体が一定水準の行
政サービスを確保できるように財政力の低い団体に交付
されるお金

国県支出金 特定の目的のため、国や県から交付されるお金
市債 特定の目的のため、国や銀行から借入れるお金

その他の
依存財源

地方譲与税、地方消費税交付金、地方特例交付金、利子
割・配当割交付金、交通安全対策特別交付金、株式等譲渡
所得割交付金など

歳出
議会費 議員の報酬や議会の運営など
総務費 市政全般の管理など
民生費 高齢者・障害児者・児童などの福祉、保育所など
衛生費 健診や予防接種、ゴミ処理など
労働費 労働者のための施設の設置管理など
農業費 農林業の振興、農道整備など
商工費 商工業の振興や観光推進など
土木費 道路・河川・住宅・公園などの公共施設の整備など
消防費 火災や地震、風水害対策や消防施設など
教育費 学校や体育施設の管理、生涯学習、文化財保護など
災害復旧費 災害により被災した道路や施設の復旧など
公債費 市債の返済金
予備費 緊急に支出を要する場合に備えるお金

※詳しくは『予算特集号（５月10日発行予定）』に掲載予定です。

歳入
180億
6,000万円

歳出
180億
6,000万円

歳入 歳出

依
存
財
源（
50・９
％
）

自
主
財
源（
49・１
％
）

市税（32.2%）
58億1,883万円

総務費（16.8%）
30億3,969万円

民生費（35.7%）
64億4.563万円

衛生費（7.2%）
13億325万円

農業費（4.0%）
7億3,052万円

商工費（0.8%）
1億4,484万円

土木費（9.2%）
16億6,847万円

消防費（4.3%）
7億7,567万円

教育費（10.3%）
18億5,195万円

公債費（10.2%）
18億4,468万円

予備費（0.2%）
3,000万円

議会費（1.1%）
1億9,823万円

労働費（0.2%）
2,707万円

その他（16.9%）
30億5,400万円

その他（8.6%）
15億5,927万円

地方交付税（17.7%）
32億円

市債（4.0%）
7億1,560万円

国・県支出金
（20.6%）

37億1,230万円

　企画課
長距離専用タクシー助成券による
　　　　公共交通実証実験を実施します

福祉タクシー助成制度の改正によるサービスの拡充、および長距離専用タクシー助成券（長距離券）の配布による公
共交通実証実験を行います。新しくなった福祉タクシー助成券をぜひご利用ください。

公共交通実証実験について
令和５年度から２年間の実証実験として、利用者の長距離移動を支援します。長距離券は福
祉タクシー助成券に追加で２枚まで使用することができ、福祉タクシー助成券と併せて最大
約９キロの移動が可能となります。

○実証実験期間：令和５年４月１日～令和７年３月31日（予定）
○対象者：高齢者福祉タクシー助成券および障害者福祉タクシー助成券の交付対象者

福祉タクシー助成制度の拡充について
令和５年４月から各助成券の年間最大交付枚数が拡充されます。

高齢者福祉タクシー助成券（対象者：65歳以上の方で自動車の運転免許を保有していない方）

旧制度

年間最大24枚

新制度

年間最大40枚

長距離券交付で

年間最大60枚に！

障害者福祉タクシー助成券（対象者：身体障害者手帳　１級～３級、４級の一部（視覚障害・下肢障害）
　　　　　　　　　　　　　　　　 療育手帳　判定Ⓐ、Ａ　精神障害者保健福祉手帳　１級、２級）

旧制度

年間最大48枚

新制度

年間最大72枚

長距離券交付で

年間最大108枚に！
○助成額：500円／助成券１枚　
○１回あたりの使用枚数：４枚まで（公共交通実証実験期間中は＋長距離券２枚）
○自動車税または軽自動車税の減免を受けている方は対象になりません
※長距離券の使用方法等、詳しくは交付時にお渡しする福祉タクシーの案内チラシをご覧ください。

　資産経営課環境にやさしい電気自動車を導入しました
　市では、「ゼロカーボンシティ宣言」による脱炭素社会の実現と、
SDGs 達成に向けた取り組みの一環として、令和５年３月に電気自動
車（EV）２台を公用車として導入しました。
　電気自動車は、ガソリンを使用せずバッテリーに蓄えられた電気で
モーターを動かし、走行する車です。走行中に二酸化炭素が発生しな
いので、環境負荷の低減に貢献する車と言われています。市は、環境
にやさしい電気自動車を積極的に利用していくとともに、脱炭素社会
の実現、SDGs 達成に向けて、今後も取り組みを続けていきます。

　財政課



新型コロナウイルスワクチン接種について新型コロナウイルスワクチン接種について
特例臨時接種が１年間延長になり令和６年３月 ��日まで自己負担なく接種が受けられることになりました。
５月８日から開始となる『令和５年春開始接種』の対象者には４月下旬から、オミクロン株対応２価
ワクチンを接種した日が早い方から順に接種券を送付します。

春開始接種（５月～８月） 秋開始接種（９月～ �� 月）

対　　象：

ワクチン：
間隔・回数：

初回接種（１・２回目）が終了している以下の方
❶�� 歳以上　　　　　　　　　　　　　
❷５歳～ �� 歳未満で基礎疾患を有する方　　　
❸�� 歳未満で医療従事者、高齢者施設の従事者等
オミクロン株対応２価ワクチン
前回接種日から３か月以上経過した日に１回

対 象 ：

ワクチン：

初回接種が完了した
５歳以上のすべての方
検討中

秋開始接種の対象の方は、
しばらくお待ちください

　��～��歳の方で、４回目接種時に➀基礎疾患
申請、➁医療従事者・高齢者施設の従事者等で申
請をされた方には接種券を送付します。　
　申請をされておらず、今回の春開始接種を希望
する方はホームページから申請または健康づくり
課ワクチン対策室（☎����−���−����）までお
電話にて申請してください。

令和 � 年 � 月～ � 月まで、オミクロン株対応 � 価
ワクチン接種 (� 回目または �回目接種者 )

５～ �� 歳：

生後 �か月以上のすべての年代：初回接種は継続

受章者紹介

マスク着用は個人の判断が基本となりました
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市コールセンター　☎050−5445−3743
（午前８時～午後６時、平日・土日・祝日）

　平成13年４月から令和３年３
月まで20年間、自治区長・代表
区長として地域振興の推進、地
域福祉の増進に取り組まれ、市
と住民のパイプ役として、地域
自治活動の活性化に貢献されま
した。また、平成17年からは、
市自治区長連合会の理事、幹事、
副会長、会長を歴任し、自治組
織の育成・発展と、市民生活の
向上に寄与した功績が認められ、
茨城県市長会から民間自治功労
者表彰を受賞されました。

民間自治功労者表彰

田
た

﨑
さき

 光
みつ

男
お

さん
（下妻戊）

　豊加美ライナーズスポーツ少
年団発足の昭和57年９月から代
表指導者として地域の小学生を
対象に野球競技を熱心に指導し、
青少年の健全育成に尽力されま
した。また、平成８年６月から
は、下妻市スポーツ少年団本部
長として、スポーツ少年団の活
動の活発化のため活動されまし
た。永年の功績が認められ、日
本スポーツ少年団から顕彰事業
表彰を受賞されました。

日本スポーツ少年団顕彰
事業表彰
柴
しば

﨑
さき

 清
せい

一
いち

さん
（柳原）

　木田川地区（大木、下木戸地
区）を中心に、稲作転換などの
対象作物としてそばの作付けに
取り組まれています。この度、
そばの生産向上への取組みや経
営栽培状況、高品質なそばの出
荷の実績や、優秀なそばの産地
の定着に寄与したことが認めら
れ、茨城県そば共進会表彰優良
賞を受賞されました。なお、収
穫されたそばは、道の駅しもつ
まの手打ちそばに使われており、
道の駅の名物となっています。

第33回茨城県そば
共進会表彰
篠
しの

﨑
ざき

 宏
ひろ

之
ゆき

さん
（福田）
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　市のＳＤＧｓパートナーとなっている県立下妻第一高等学
校の１・２年生は、総合的な探究の時間を利用して、生徒各
自が様々なテーマを設け、探究学習を進めてきました。２月
22日には、市職員を地域のＳＤＧｓに関する講師として招き、
探究成果発表会を開催しました。砂沼についての研究発表を
した２年生の霜

しも

村
むら

伶
れ

菜
な

さんは、「この探究をきっかけに、私た
ちのきれいな砂沼をこれからも守っていきたいです」と話し
ていました。今後も市は、ＳＤＧｓパートナーと連携した取
組みを推進していきます。 企画課

大宝 ・高道祖幼稚園でお別れ会を開催 　大宝、高道祖幼稚園が令和４年度で
閉園となることから、3月18日、それ
ぞれの園でお別れ見学会を開催しまし
た。当日は、卒園生をはじめ多くの地
元住民が訪れ、寄せ書きにそれぞれの
思いを記し、または園で保管していた
アルバムに見入っていました。

■大宝幼稚園
　昭和47年４月１日　開園
■高道祖幼稚園
　昭和46年４月１日　開園

寄せ書きをする児童（高道祖幼稚園）アルバムを見る家族（大宝幼稚園）

　市内小中学校の卒業式が、３月13日と17日にそれぞれ開
催され、小学生383人、中学生367人が母校を巣立っていき
ました。今年は在校生も卒業式に参加し、コロナ前の卒業式
の姿に近づきました。卒業生たちは友達と、また先生方と写
真を撮り合い、母校での最後の時間を楽しんでいました。

下　卒業証書を受け取る（宗道小）
右上　卒業生代表挨拶　右下　記念写真を撮る卒業生（東部中）

市内小中学校で卒業式を開催　卒業おめでとうございます道祖神祭 4年ぶりに開催大宝小学校で卒業記念社会体験を開催

　子授かり、安産の守り神として信仰が厚い高道祖
神社において、３月５日、子授け神事や厄払いと招
福を願う節分祭が盛大に行われました。縁起物、塞

さやり

棒
ぼう

（氏子がシンコ餅で作ったもの）が参拝する人た
ちに頒布され、市内外から約400人の参拝客が訪れ
ました。この祭りは新型コロナウイルスの感染拡大
により、４年ぶりの開催となりました。高道祖神社
筆頭総代の平

ひら

石
いし

利
とし

雄
お

さんは「地域の人たちの支えも
あり、開催にこぎつけました。インターネットから
情報を得たのか遠方からの問合せも多くあり、時代
性を感じます。今後も伝統ある祭りを守っていきた
いです」と話していました。

　３月19日、大宝小学校６年生の卒業を記念して、
社会体験会が行われました。当日は地元消防団や市
内企業の協力により、ポンプ車での放水や、高所作
業車での作業体験が行われ、同校の児童などが参加
しました。今回の体験会を企画したのは「大宝小お
やじの会」で、同会は子供たちや地域に貢献するた
め、大宝小ＰＴＡの保護者などが集まり、2014年か
ら活動をしています。会長の中

なか

山
やま

忍
しのぶ

さんは「コロナ
の影響で自粛してきましたが、今回は開催すること
ができました。楽しみ、協力しながら卒業した６年
生に良い思い出をプレゼントしたいです」と話して
いました。

高道祖神社の境内は多くの参拝客で賑わいました

消防団員の指導を受けて放水体験をする児童

子育て支援課

学校教育課

研究内容を発表する生徒
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小学生
■第44回城南地区親善大会（バレーボール）
　優　勝　スマイルキッズスポーツ少年団
■令和４年度牛久市近隣小学生
　バドミントンシングルス大会
　優　勝　下妻小学校　６年　木

き
瀬
せ

　颯
さつ

希
き

■第17回茨城県スポーツ少年団
　バドミントン大会　６年女子シングルス
　優　勝　下妻小学校　６年　木

き
瀬
せ

　颯
さつ

希
き

杉
すぎやま

山 祐
ゆうすけ

介さん（高道祖）

前回登場の橋
はしもと

本百
ゆ り こ
合子さんからの紹介

松
ま つ

尾
お

 謡
う た

ちゃん

　明るく元気！おしゃべりが大好き！
　毎日ママといっしょに歌ったり踊
ったりしてるよ♪ティティが（ばー
ば）だーいすき♡ティティ！ハッピー
バースデー♡

髙
た か

田
だ

 結
ゆ う

真
ま

ちゃん

　１歳を迎え、ますます元気に成長
中☆
　動物がすきで、わんちゃんやねこ
ちゃんを見るとニコニコで触りにい
きます。
　そんな結真が家族みんな大好きだ
よ♡
　これからもいっぱい食べていっぱ
い笑って楽しく過ごそうね♡

武
た け

井
い

 紅
も み じ

葉ちゃん

　お正月にとったお写真。『おみか
んどーぞ！』
　よく笑い、よく遊びいつも元気い
っぱいの紅葉くんです！パパ、ママ、
ねぇねぇ、じぃじ、ばぁば、みんな
大好きなかよしです♪これからも明
るく健やかに成長していってね☆

みん な ギ ラリ　
From SHIMOTSUMA

の ーャ

　
下
妻
で
生
ま
れ
育
ち
38
年
に

な
り
ま
す
。
私
の
家
族
は
父
、

妻
、
３
人
の
息
子
達
と
猫
一
匹

で
す
。
我
が
家
の
三
兄
弟
は
野

球
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
野

球
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
子
ど

も
達
の
試
合
を
見
た
り
、
一
緒

に
練
習
で
き
る
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
く
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
長
男
が
高

校
二
年
生
、
次
男
が
中
学
一
年

生
、
三
男
が
小
学
５
年
生
に
な

る
た
め
、
追
っ
か
け
を
す
る
の

も
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、

子
ど
も
達
の
成
長
は
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
野
球

を
通
し
て
学
ん
だ
挨
拶
や
礼
儀
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
支
え

て
く
れ
る
全
て
の
人
へ
の
感
謝

の
心
を
忘
れ
ず
に
、
元
気
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
も

子
ど
も
達
に
負
け
な
い
く
ら
い

元
気
に
、
こ
れ
か
ら
も
追
っ
か

け
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

vol.207

小友幼稚園
ちょうちょさんこんにちは！

　春の訪れを感じるこの頃、外遊びになると子どもたち
は虫探しに夢中です。虫を見つけては、お友だちと一緒
にさわったり、見つめたりしています。
　製作では、たんぽぽとちょうちょを作りました。たん
ぽぽも黄色の絵の具できれいに塗れました。ちょうちょ
の手形を見て、「前より手が大きくなったなあ」と成長
を感じる姿も見られました。４月から年長さん、やさし
いお兄さんとお姉さんになってね！

▲

ゆ
り
組
の
皆
さ
ん

「
我
が
子
の
追
っ
か
け
」

水
温
む
旧
友
よ
り
の
長
電
話

春
日
傘
く
る
り
く
る
り
と
齢
か
く
す

球
場
に
今
日
も
球
児
等
の
声
高
し

草
ひ
く
我
も
力
も
ら
い
ぬ

北
風
を
受
け
ぬ
く
ぼ
み
の
蓬
草

や
は
や
は
と
伸
ぶ
枯
草
の
下
に

文
章
を
書
こ
う
と
す
れ
ど
八
十
路
わ
れ

簡
単
な
字
も
辞
書
に
確
か
む

花
粉
症
の
こ
わ
さ
を
知
ら
ぬ
幼
き
日

杉
鉄
砲
に
戯
れ
た
り
き

　
　
俳
　
句

　
　
短
　
歌

沼
尻
　
俊
子（
下
妻
丁
）

柴
崎
　
久
江（
柳
　
原
）

伊
東
　
豊
乃（
加
　
養
）

神
郡
　
亜
佐（
高
道
祖
）

小
竹
八
重
子（
五
　
箇
）

中
久
喜
　
和（
下
妻
乙
）

　このコーナーでは、市内在住の１〜３歳までのお子さんの写真に、ご家族のコメント
をつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・シティプロモーション係 ☎４３―２１１２】までご連絡ください。
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月 西
２ 火 ママサロン（予約制）13：30〜15：30 西
３ 水 中岫産婦人科医院　☎４４－２４３８ 西
4 木 砂沼湖畔クリニック　☎４３－８１８１ 友
5 金 宇津野医院　☎４５－０３１１ 赤
6 土 西
7 日 渡邉クリニック　 ☎４３－７７７３ 西
8 月 西
9 火 すくすく相談（予約制）13：30〜 古

10 水 後期離乳食教室（予約制）13：15〜13：30 西
11 木 西
12 金 ５か月児健診（Ｒ４.11生まれ）13：15〜13：30 赤
13 土 西
14 日 三津山クリニック　☎４８－９１３１ 友
15 月 すくすく相談（予約制）13：30〜 西
16 火 ２歳児歯科健診（Ｒ３.３生まれ）13：15〜13：30 古
17 水 健康相談教室　8：45〜11：15 西
18 木 １歳児相談（Ｒ４.５生まれ）10：00〜10：15 西

１歳６か月児健診（Ｒ３.10生まれ）13：15〜13：30
19 金 ３歳児健診（Ｒ２.２生まれ）13：15〜13：30 赤
20 土 西
21 日 菊山胃腸科外科医院　☎４４－２０１４	 西
22 月 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西
23 火 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 古
24 水 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西
25 木 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西
26 金 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 赤
27 土 西
28 日 中山医院　☎４３－２５１２ 友
29 月 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西
30 火 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西
31 水 特定健診〈基本健診〉（予約制）8：45〜14：15 西

　休日在宅当番医　午前９時30分〜午後４時

　小児救急当番医
　月 ･ 火・水・木・金・土曜日：午後６時〜午後11時
　日曜・祝日・年末年始（12月29日〜1月３日）：午前９時〜午後４時
　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行なっています。
　受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
　Please call the following contact in advance when you want to have a 
　consultation to the doctor.
　　西…茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０−８７−８１１１
　　友…友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０−９７−３０００
　　赤…古河赤十字病院（古河市下山町１１５０）☎０２８０−２３−７１１１
　　古…古河総合病院（古河市鴻巣１５５５）☎０２８０−４７−１０１０   

　茨城子ども救急電話相談
　※すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても大丈夫なのか不安な
　　ときは、ご相談ください。
　実施時間帯：24時間365日
　プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは局番なしの『♯8000』
　すべての電話から☎０50−5445−2856

　茨城おとな救急電話相談
　※すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても大丈夫なのか不安な
　　ときは、ご相談ください。
　実施時間帯：24時間365日
　プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは局番なしの『♯7119』
　すべての電話から☎０50−5445−2856

 健康づくり課　☎43−1990　  44−9744
健康カレンダー

※場所の記載がないもの＝下妻保健センター

◆行政相談
時　５月12日（金）午後１時30分〜午後３時30分
所　千代川公民館 １階 小会議室

　秘書課　☎４３－２１１２　 ４３－１９６０

◆人権相談
時　５月12日（金）午後１時30分〜午後３時30分
所　下妻公民館 ２階 小会議室

　福祉課 人権推進室
　　☎４３－８２４６　 ４３－６７５０

◆こころの健康相談
時　５月10日（水）・24日（水）
　　午後１時〜午後５時（予約制）
所　市役所本庁舎 ３階 会議室 3−5

　福祉課　☎４３－８３５２　 ４３－６７５０

◆消費生活相談
時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　午前９時〜正午・午後１時〜午後４時30分
　　日曜日（５月28日）午前９時〜正午
所　下妻市消費生活センター
　　（市役所本庁舎 ２階 商工観光課内）

　下妻市消費生活センター
　　☎４４－８６３２　 ４４－９３７０

◆納税相談
【夜間納税相談】
時　５月18日（木）午後５時15分〜午後７時

【休日納税相談】
時　５月28日（日）午前８時30分〜午後５時
所　市役所本庁舎 １階 収納課

　収納課　☎４３－８２７４　 ４４－９４１１

◆法律相談
時　５月９日（火）・16日（火）・23日（火）
　　午後１時30分〜午後３時30分
　　※事前予約必要（当日不可）
所　下妻公民館 ２階 小会議室
　　※相談開始時間は、状況により遅れる場合があります

　下妻市社会福祉協議会
　　☎４４－０１４２　 ４４－０５５９

人　口
　男
　女
世帯数

41,745人　　　（＋    6）
21,095人　　　（＋  12）
20,650人　　　（−    6）
16,919世帯　　（＋  58）

１／５

都合によりスケジュールが変更となる
場合がありますので、ご了承願います。

今月の表紙

真新しい制服の卒業生。６年間の思いを込めて、
友達にメッセージを贈ります。

人
事
異
動
2023
　
４
月
１
日
付
で
市
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
は
、

課
長
級
以
上
の
職
員
、
退
職
者
及
び
新
規
採
用
者
で
す
。

　
■
部
長
級

　
倉
持　
総
男　
総
務
部
長
（
教
育
部
長
）

　
増
子　
朋
哉　
保
健
福
祉
部
長
（
財
政
課
長
）

　
菊
池　
哲
也　
議
会
事
務
局
長
（
市
民
協
働
課
長
）

　
横
瀬　
哲
彦　
教
育
部
長
（
福
祉
課
長
）

　
■
課
長
級

・
市
長
公
室

　
小
林　
正
幸　
Ｄ
Ｘ
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
副
参
事
兼
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
長
）

・
総
務
部

　
風
間　
紀
寿　
財
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
管
理
係
長
）

　
井
上　
　
規　
資
産
経
営
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
）

・
市
民
部

　
杉
山　
純
子　
市
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）

・
保
健
福
祉
部

　
黒
須　
　
武　
福
祉
課
長（
子
育
て
支
援
課
長
）

　
保
戸
山
優
子　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
飯
村
ゆ
か
り　
健
康
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
保
険
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）

・
経
済
部

　
市
村　
英
樹　
農
地
整
備
課
長（
く
ら
し
の
窓
口
課
長
）

　
■
退
職
者
（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

　
■
新
規
採
用
者
（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

　
小
林　
優
哉　
Ｄ
Ｘ
推
進
課

　
司
代　
紀
香　
税
務
課

　
星
野　
元
紀　
税
務
課

　
安
東　
　
崇　
市
民
課

　
粟
野　
豪
隆　
環
境
課

　
中
沢
奈
津
希　
長
寿
支
援
課

　
糸
賀　
茉
優　
長
寿
支
援
課

　
柴　
　
崇
文　
農
業
政
策
課

　
関　
　
拓
郎　
農
地
整
備
課

　
岩
田
明
日
翔　
商
工
観
光
課

　
秋
葉　
翔
太　
建
設
課

　
増
田　
晃
紀　
都
市
整
備
課

　
内
山
奈
津
子　
生
涯
学
習
課

May5 月

Health calendar

５月１日〜５月31日

　
寺
田　
武
司　
（
総
務
部
長
）

　
森　
　
陽
子　
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
倉
持　
浩
史　
（
議
会
事
務
局
長
）

　
板
橋　
光
男　
（
市
民
課
長
）

　
岡
本　
直
美　
（
保
険
年
金
課
課
長
補
佐
兼
医
療
福
祉
係
長
）

　
塚
田　
倫
子　
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

　
斉
藤　
英
明　
（
総
務
課
主
査
）

　
大
久
保
裕
太　
（
福
祉
課
主
事
）

　
栗
原
友
里
恵　
（
学
校
教
育
課
主
事
）

　
坂
入　
京
太　
（
生
涯
学
習
課
主
事
）

（
令
和
４
年
６
月
30
日
付
）

　
羽
子
田
千
尋　
（
子
育
て
支
援
課
き
ぬ
保
育
園
保
育
士
）


